
広域圏だより�
平成15年11月1日発行�

相楽地区ふるさと市町村圏情報誌�
◆編集・発行�
　相楽郡広域事務組合総務課�
　〒619-0214�
　京都府相楽郡木津町木津上戸15�
　相楽会館内�
　電　　 話 0774（72）0421�
　ファックス 0774（72）0470�

　URL：http：//www.souraku-kyoto.or.jp�
　E-mail：kouiki@souraku-kyoto.or.jp

相楽地区ふるさと市町村圏情報誌�
◆編集・発行�
　相楽郡広域事務組合総務課�
　〒619-0214�
　京都府相楽郡木津町木津上戸15�
　相楽会館内�
　電　　 話 0774（72）0421�
　ファックス 0774（72）0470�

　URL：http：//www.souraku-kyoto.or.jp�
　E-mail：kouiki@souraku-kyoto.or.jp

21
神童寺の大いちょう（山城町神童子）�神童寺の大いちょう（山城町神童子）�

◆ふるさと「そうらく」をもっと魅力ある地域に�
◆わがまちふるさと�
◆相楽まるかじりマップ�
◆そうらくINFORMATION

◆ふるさと「そうらく」をもっと魅力ある地域に�
◆わがまちふるさと�
◆相楽まるかじりマップ�
◆そうらくINFORMATION



2

相楽地区ふるさと市町村圏(山城町・木津町・加茂町・笠置町・和束町・精華町・南山城村）では、

活気と魅力あふれる圏域づくりをめざしています。

相楽圏域の目標「豊かな風土・人々と知恵の出会い・文化の輝き－開かれ行く都市
ま ち

そうら

く」の実現に向けて、「人と文化の交差点・相楽広域」を基本理念にした相楽地区のアイデンティテ

ィを確立するため、今後もイメージアップの戦略を柱とした主要施策を総合的に推進していきます。

相楽地区ふるさと市町村圏振興事業
～こんな取り組みをしています～

地域づくりをリードしていく「創意と行動力に満ちた人材」の養成を目的に、平成６年度にスタートし

ました。受講生は、平成１１年度から一般公募。地域研究や圏域外視察のほか、公開講演会や意見交換な

どを通して、相楽郡内の実態を学びながら地域づくりを真剣に考え、主体的に行動を起こしています。

今年度で１０期を迎えます。塾修了生の中には、イベントへの参画など積極的に活動を行っている方々

がおられます。

本年度の「相楽ふるさと塾」の取り組み内容をお知らせします。

相楽ふるさと塾

開講式

第２回地域研究（私のしごと館）

平成15年度カリキュラム
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◇ふるさと相楽21
「ＡＧＡＩＮ町村合併！」フォーラム！を開催しました。
ふるさと相楽２１（相楽ふるさと塾修了生で構成）では、去る

８月２日（土）に相楽会館において、「ＡＧＡＩＮ町村合併！」
フォーラム！を藤原相楽郡町村会長を迎えて実施されました。会
員をはじめ、町村議会議員や役場職員等約７０人が参加し、活発
な論議が交わされました。
「ふるさと相楽２１」平成１５年度総会を開催しました。
去る８月２日（土）ふるさと相楽２１平成１５年度総会が、相

楽会館において開催されました。総会では、今後の事業計画を初め、役員などが決定しました。

◇ライトアップ・ユア・ハート事業実行委員会
相楽ふるさと塾の加茂町修了生を中心として活動されているライトアップ・ユア・ハート実行委員会では、

今年で３回目となる「ライトアップ・ユア・ハート事業」を実施。
ＪＲ加茂駅周辺が鮮やかにイルミネーションされます。（実施日は６ページを参照）

◇「相楽ふるさと塾」九期生会
第９期の塾修了生の有志で結成された九期生会では、今後も継続して、相楽の歴史を学ぼうと月に１回、

各町村毎にコースを決めて、魅力あふれる相楽の豊かな自然にふれながらゆっくり、ゆったりとウォーキン
グを楽しみながら、交流の輪を広げられています。

21世紀の激変する情勢の中、多くの人が、真の豊かさ、心のゆとりを求める時代にあります。

私たちの住むこの「ふるさと・そうらく」も新しい地域創造に向けて、相楽ふるさと塾での研

修・体験を活かした皆さまの行動力・実践力を楽しみにしています。

「AGAIN町村合併！」フォーラム！

地方自治体を取り巻く環境はいま、大きく変化しています。行政改革の推進、地方分権の提唱、少
子・高齢化社会の進展と、厳しい社会経済情勢と財政状況の中で、地方公共団体の行政にも自主的合
併の推進、広域連合等の活用により広域行政の積極的な推進が求められております。
一部事務組合は、自治体間の事務の共同処理方式として広く活用されている制度です。現在、私た
ちの圏域には相楽郡広域事務組合をはじめ７つの組合が設立されており、構成町村の行政効率を高め、
地域住民の福祉等の向上に寄与してきました。
しかしながら、環境問題を踏まえた新しい行政需要に応え、時代の流れに即した高度で効率的広域
行政を展開するためには、既存の一部事務組合の統合・複合化や広域連合の導入による広域行政の推
進が必要になってきています。複合化した組合になれば管理部門が一つになり、事務処理体制が簡素
化・効率化され、構成町村の負担金も軽減されます。
相楽郡広域事務組合は、総務省の推進する「ふるさと市町村圏」に平成４年度に選定されています
が、その選定条件の一つとして圏域内の一部事務組合の統合・複合化を推進し、総合的な圏域行政の
推進に努めるものとされています。このような状況を踏まえ、今後の相楽地域の広域行政のあり方や
推進方策について、それぞれの地域の住民のみなさんが今後の町村のあり方を真剣に考え、地域の実
情に合わせて、検討する必要があります。
相楽郡広域事務組合では、今後も、「活気と魅力あふれる圏域づくり」をめざし、調査・研究に取
り組んでいきます。

塾修了生の活動状況を紹介します。



4

頬
を
な
で
る
風
も
心
地
よ
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
最
適
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

南
は
木
津
町
か
ら
北
は
城
陽
市
ま
で
続
く
山

背
古
道
を
た
ど
り
、
山
城
町
内
を
歩
く
と
、
卑

弥
呼
の
活
躍
し
た
古
墳
時
代
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
南
は
茶
問
屋
の
集
積
地
と
し
て

栄
え
て
き
た
茶
問
屋
街
か
ら
、
卑
弥
呼
の
鏡
と

さ
れ
る
「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
が
多
数
出
土
し
た

国
史
跡
「
椿
井
大
塚
山
古
墳
」、
今
昔
物
語
の
説

話
や
国
宝
釈
迦
如
来
坐
像
で
も
有
名
な
蟹
満
寺

な
ど
、
歴
史
ロ
マ
ン
溢
れ
る
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

ぜ
ひ
、
秋
の
山
城
町
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
新
し
い
魅
力
に
出
会
え
ま
す
よ
。

木
津
町
の
秋
の
伝
統
行
事
、
布
団
太
鼓
台
。

こ
の
お
祭
り
は
、
江
戸
時
代
に
五
穀
豊
穣
を
願

っ
て
神
輿
を
担
い
だ
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
布
団
太
鼓
台
に
子
ど
も
を
載
せ
、
ヨ

イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ
の
掛
声
に
あ
わ
せ
て
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
ま
ち
中
を
練
り
歩
く
勇
壮

な
秋
祭
り
で
す
。
ま
ち
中
を
練
り
歩
い
た
布
団

太
鼓
台
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
へ
到
着
す
る
と

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
拝
殿
廻
り
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ま
ち
中
が
い
つ
も
と
違
う
空
気

に
包
ま
れ
ま
す
。「
サ
ー
セ
ヨ
」
の
か
け
声
と
と

も
に
、
十
数
人
の
子
ど
も
を
載
せ
１
ト
ン
以
上

も
あ
る
布
団
太
鼓
台
を
80
人
も
の
男
衆
が
頭
上

へ
持
ち
上
げ
、
神
社
の
境
内
を
廻
り
ま
す
。

こ
の
勇
壮
な
布
団
太
鼓
台
を
ご
覧
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
木
津
町
役
場
経

済
課
（
�
0
7
7
4-

7
2-
0
5
0
1
）
ま
で
。

今
か
ら
約
１
２
６
０
年
前
、
聖
武
天
皇
に
よ

り
奈
良
の
平
城
京
か
ら
加
茂
の
地
に
都
を
造
る

こ
と
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
恭
仁
京
の

始
ま
り
で
す
。
難
波
宮
に
遷
る
ま
で
の
三
年
余

り
の
短
命
の
都
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

ま
さ
し
く
加
茂
は
、
日
本
の
首
都
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
大
極
殿
跡
の
礎
石
（
左
写
真
）
が

残
る
周
囲
は
、
春
に
は
新
緑
が
輝
き
、
夏
に
は

心
地
よ
い
虫
の
声
が
響
き
、
秋
に
は
広
大
な
コ

ス
モ
ス
畑
が
一
面
に
広
が
る
な
ど
、
年
間
を
通

じ
て
心
癒
す
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心

を
研
ぎ
澄
ま
し
、
そ
の
当
時
の
歴
史
や
文
化
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Kasagi

Wazuka

Kamo
Kizu

Seika

Yamashiro
Minamiyamashiro

��
��
��
��
��
��
��

歴
史
ロ
マ
ン
溢
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

山や

ま

城し

ろ

町ち
ょ
う

��
��
��
��
��
��
��

か
つ
て
の
首
都
〜
恭
仁
京

加か

茂も

町ち
ょ
う

��
��
��
��
��
��
��

ま
ち
中
を
練
り
歩
く
勇
壮
な
秋
祭
り

木き

津づ

町ち
ょ
う



巨
岩
・
奇
石
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る

笠
置
山
は
、
昔
か
ら
巨
石
信
仰
の
山
と
し
て
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
山
全
体
が
オ
レ
ン
ジ

色
に
包
ま
れ
素
晴
ら
し
い
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
11
月
中
は
も
み
じ
公
園
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
昼
間
と
は
一
味
違
っ
た
幻
想
的
な
紅
葉

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

11
月
15
日
（
土
）
も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト
　
十
九
時
〜

11
月
16
日
（
日
）
も
み
じ
ま
つ
り
　
十
時
〜

詳
し
く
は
、
笠
置
町
役
場
企
画
観
光
課

（
�
0
7
4
3-

9
5-

2
3
0
1
）
ま
で
。

京
都
一
の
お
茶
の
産
地
･
和
束
町
で
、「
お
茶

供
養
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
お
い
し
い

お
茶
を
作
り
続
け
て
く
れ
た
お
茶
の
老
木
を
供

養
す
る
お
ま
つ
り
で
、
今
年
も
11
月
23
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）
に
「
鷲
峰
山
金
胎
寺
」
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

お
茶
の
樹
の
寿
命
は
、
20
年
か
ら
30
年
、
役

目
を
終
え
た
老
木
は
刈
り
取
ら
れ
、
新
し
い
樹

が
植
え
ら
れ
ま
す
。
古
来
、
お
茶
の
樹
は
霊
気

を
宿
す
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
金
胎
寺
お
茶
供

養
で
は
、
こ
の
老
木
を
護
摩
木
と
し
て
使
い
ま

す
。
当
日
は
、
お
茶
の
樹
へ
の
供
養
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
、
修
験
道
の
行
者
た
ち

に
よ
っ
て
荘
厳
な
護
摩
焚
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
東
海
自
然
歩
道
に
沿
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ラ
リ
ー
や
「
か
わ
ら
け
」（
陶
器
の
皿
）

投
げ
、
煎
茶
道
家
元
に
よ
る
お
茶
席
、
和
太

鼓
・
二
胡
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
、
抽
選

会
、
展
示
即
売
会
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
護
摩
焚
き
の
行
な
わ
れ
る
「
鷲
峰
山
」

は
奈
良
の
「
大
峰
山
」
と
並
ぶ
修
験
道
の
霊
場

と
し
て
有
名
で
、
晴
れ
た
日
に
は
山
頂
か
ら
遠

く
琵
琶
湖
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
、
私
の
し
ご
と
館

と
い
っ
た
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
を
代
表
す

る
施
設
が
立
地
す
る
中
に
広
が
る
「
け
い
は
ん

な
記
念
公
園
」。

一
年
を
通
し
て
、
自
然
を
体
感
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
11
月
16
日
に
「
せ
い
か
祭
り
２
０
０
３
」

が
開
催
さ
れ
、
学
研
都
市
の
名
所
と
し
て
一
層

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

週
末
に
は
、
そ
の
緑
豊
か
な
自
然
林
や
澄
み

渡
っ
た
池
の
姿
を
求
め
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
ま
す
。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
姿
を

見
せ
る
、
ま
さ
に
、
学
研
都
市
の
オ
ア
シ
ス
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

心
と
体
を
健
康
に
す
る
究
極
の
癒
し
に
浸
れ

る
こ
と
必
至
で
す
。

日
常
生
活
か
ら
少
し
離
れ
て
、
子
ど
も
の
よ

う
に
自
分
自
身
を
空
っ
ぽ
に
し
て
杜
に
入
る
と
、

情
緒
豊
か
な
メ
ロ
デ
ィ
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

軽
快
な
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
心
が
洗
わ
れ
る
小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
木
と
木
の
間
を
通
り
抜
け
る

風
の
ざ
わ
め
き
・
・
・
。
杜
の
声
を
聞
き
た
く

な
っ
た
ら
、
一
度
、
こ
こ
南
山
城
村
の
童
仙
房

高
原
を
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。
標
高
約
５
０
０
m
、

別
名
近
畿
の
軽
井
沢
と
よ
ば
れ
る
こ
の
地
が
、

あ
な
た
の
心
と
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

5
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癒
し
の
空
間
　
笠
置
山
自
然
公
園

笠か

さ

置ぎ

町ち
ょ
う
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��
��
��

水
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
　
け
い
は
ん
な
記
念
公
園

精せ

い

華か

町ち
ょ
う
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��
��
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��
��

お
茶
供
養
ま
つ
り
―
鷲
峰
山
金
胎
寺
―

和わ

束づ

か

町ち
ょ
う

��
��
��
��
��
��
��

〜
杜
の
こ
え
　
童
仙
房
高
原
〜

南み
な
み

山や

ま

城し

ろ

村む

ら
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せいか祭り２００３　11月16日（日）�
けいはんな記念公園ほか　せいか祭り実行委員会 ℡0774-95-1900�
第１５回記念となる今年は「けいはんな記念公園」を
メイン会場としてさらにパワーアップ。「学研ミュージ
ック・フェスタ」や精華大通りで繰り広げられる「学研
パレード」など新たな催しも盛りだくさん。魅力いっぱ
いの学研都市絵巻にぜひ来て見て触れてください。    �
せいかふれあい劇場劇団四季ミュージカル�
「嵐の中の子どもたち」 1月31日（土） �
 けいはんなプラザメインホール （株）けいはんな ℡0774-95-5115 �
劇団四季が精華町にやってきた。浅利慶太演出の
もとファミリー向けミュージカルをお楽しみください。�
いごもり祭　1月18日（日）～20日（火） �
祝園神社　宮司：宮城利武 ℡0774-94-3770�
京都府指定無形民俗文化財。暗闇の中、たいまつ
を持って御田まで行き、種まきのまねをする儀式が行
われます。 �

やましろまつり　11月1日（土）・2日（日）�
アスピアやましろ・山城町森林公園・山城町福祉セ
ンター　やましろまつり実行委員会事務局�
℡0774-８６-６６０５（役場産業振興課）�
３つの会場で、文化サークルの発表会や演劇、イン
ターネット体験コーナー、ふれあいバザー、廉売コー
ナー、各種模擬店など数多くの催し物が行われます。
※福祉センター会場は1日午前のみ�
アスピアシアター「ピノッキオ」�
（日本語吹替え版）  11月22日（土）�
アスピアやましろ（℡0774-８６-５８５１）�
一本の丸太から生まれたいたずら小僧「ピノッキオ」
の愛と感動の物語�
前売り 大人 1,000円　子ども・学生・シニア・身障者 500円 �
もちつき大会　１２月下旬�
山城町森林公園（℡0774-８６-４５０７）�
お正月用のお餅を、昔ながらの杵と臼を用いてつく
ことができます（有料､予約制）。模擬店なども行わ
れます。  �

居籠祭　2月１５日（日）～１７日（火）�
涌出宮（℡0774-８６-２６３９）�
京都府指定無形民俗文化財の豊作を祈るお祭。
15日の午後７時半ごろから門の儀・大松明の儀とし
てたいまつが点火されます。お祭りは３日間続き、参
道には多くの露店が並びます。�

2003木の津まつり　11月22日（土）・
23日（日）10時～16時�
木津町中央体育館�
木津町学研企画課（℡0774-72-0501）�
木の津まつりは、２万人もの人で賑わう秋の一大イ
ベント。産業祭、文化祭、環境まつり、健康まつりほ
か趣向を凝らした多数のイベントが開催されます。�
御田－大宮神社　1月11日（日）�
御田－相楽神社　1月15日（木）�
御田は、秋の豊かな稔りを願う予祝儀礼。神事では
あるが滑稽で和やかな一面をもつ面白いものである。�
餅花　2月1日（日）�
相楽神社�
餅花は、農作物の豊作を祈る伝統行事で、紅白の
がくをつけた、まっ白な餅の花が拝殿いっぱいに飾られ、
その中で神楽が行われる。�
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※各イベントについては、変更になることもありますので、�
　必ず主催者へお問い合わせください。�

見る� 体験する�

グリーンフェスタinわづか　11月16日（日）�
和束運動公園　グリーンフェスタinわづか実行委員会（℡0774-78-3001）�
地元で作られた新鮮な農作物の即売や、木工教室
など、さまざまなイベントを開催します。 �
お茶供養まつり　11月23日（日）�
鷲峰山金胎寺  お茶供養まつり実行委員会（℡0774-78-3321） �
東海自然歩道のウォーキングラリーや護摩焚き、太鼓・
二胡・アコーディオン・煎茶道体験、かわらけ投げ大
会など。 �
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第18回やまなみグリーネ管弦楽団定期演奏会 11月 2日（日）�
やまなみホール 南山城村文化財団 ℡07439-3-0560�
今回で、18回目を迎えるグリーネ管弦楽団による演奏会�
大人1,000円　中学生以下500円 �
田山花踊り　11月3日（月・祝）�
田山小学校校庭・諏訪神社境内�
田山花踊保存会 ℡07439-3-0101（代）（南山城村役場土木経済課第Ⅱ課内）�
京都府無形民俗文化財に指定されている踊りで、色とりど
りの衣装をつけた青年が風流に踊ります。 �
伍芳(ウー・ファン）「古箏」コンサート　11月24日（月・祝）�
やまなみホール  南山城村文化財団 ℡07439-3-0560�
独特な音色でもって聴衆を魅了し続ける伍芳(ウー・ファン）
の世界・・・　全席指定3,000円 �
むら活き生きまつり　11月23日（日）�
南山城村総合グラウンド�
むら活き生きまつり実行委員会 ℡07439-3-0101（代）�
（南山城村役場土木経済課第Ⅱ課内）�
特産品のお茶・椎茸・新鮮野菜の即売やキャラクターショー
が行われます。 �
やまなみふれあいコンサート12月7日（日）�
やまなみホール  南山城村文化財団 ℡07439-3-0560�
瀬野光子さんをお迎えして行うコンサート�
大人1,000円　中学生以下500円 �
高山ダムクォーターマラソン　2月8日（日）�
高山ダム周辺  南山城村社会体育振興会℡07439-3-0580（教育委員会内）�
２.６ｋｍ（小中学生・一般）１０ｋｍ（中学生・一般）コースあり
小学生以上定員５００名 �
文化のつどい　2月21日（土）～29日（日）�
やまなみホール  南山城村文化財団 ℡07439-3-0560�
文化講演・展示発表・体験教室・舞台発表・アイデア作品
コーナー�

もみじ公園ライトアップ　11月１日（土）～３０日（日）�
笠置山もみじ公園  ℡0743-95-2301�
17:30～21:00までもみじ公園をライトアップ �
石・彩なす笠置かたち　11月２日（日） �
産業振興会館・いこいの館  ℡0743-95-2301�
町民の芸術作品の展示や特産品の販売、フリーマーケット、
ストーンアート体験など �
もみじコンサート　11月１５日（土）�
笠置山もみじ公園  ℡0743-95-2301�
ライトアップされたもみじ公園でフルートやチェロ、ハープなど
の演奏会、弥　大磨崖仏の投影を実施 �
もみじまつり　11月１６日（日）�
笠置山もみじ公園  もみじまつり実行委員会 ℡0743-95-2159�
俳句の会や焼いも体験会、フルート等の演奏会を実施�
元旦マラソン大会　１月１日（木）�
笠置駅前  教育委員会 ℡0743-95-2301�
笠置駅前をスタートし、３キロと５キロのコースを設定�

わくわくとくとくお泊りイベント�
秋色・巣箱作りとハイキング　11月１日（土）～２日（日）�
加茂青少年山の家　 ℡0774-76-3130�
巣箱づくり・巣箱かけ、焼き板クラフト、交流会及び関所ハ
イキングなど親子１５組３０人を対象とした催し �
土曜ふれあいロビーコンサート　11月 1日（土）・２２日（土）�
加茂町文化センター　℡0774-76-4611�
文化センターロビーで無料コンサートを開催（正午～午後１時まで） �
秋の当尾散策リース＆籠作り　11月26日（水）�
加茂町プラネタリウム館  ℡0774-76-7645�
当尾ウォーキング、籠とハーブ・ドライフラワーで作るリースづくり �
吉祥天女像の開扉　１０／１（水）～１１／３０（日）�
浄瑠璃寺   ℡0774-76-2390�
季節を限って吉祥天女像（国宝）を公開 �
開館１０周年 ドームDEフェスタ　12月6日（土）�
加茂町プラネタリウム館   ℡0774-76-7645�
踊るパフォーマー笑うピエロ　星＆ドリームマジック �
土曜ふれあいロビーコンサート　12月1３日（土）・２０日（土）�
加茂町文化センター   ℡0774-76-4611�
文化センターロビーで無料コンサートを開催（正午～午後１時まで） �
サンタさんがやってくる　12月２０日（土）・２１日（日）�
加茂町プラネタリウム館  ℡0774-76-7645�
サンタさんやスノーマンと心に響く交流、腹話術やからくり人
形と楽しく遊ぶ �
土曜ふれあいロビーコンサート　1月1０日（土）・２４日（土）�
加茂町文化センター   ℡0774-76-4611�
文化センターロビーで無料コンサートを開催（正午～午後１時まで） �
河原の十日えびす　１月10日（土）�
河原地区　蛭子神社�
十日えびすが開催され、参道には多くの露店も出される。 �
吉祥天女像の開扉　1月1日（木）～１５日（木）�
浄瑠璃寺 ℡0774-76-2390�
季節を限って吉祥天女像（国宝）を公開 �
土曜ふれあいロビーコンサート　２月１４日（土）・２１日（土）�
加茂町文化センター   ℡0774-76-4611�
文化センターロビーで無料コンサートを開催（正午～午後１時まで）�
ライトアップ・ユア・ハート　１２月１３日（土）～２５日（木）�
ＪＲ加茂駅東口　駅東公園等　ライトアップ・ユア・ハート事業実行委員会�
ＪＲ加茂駅東口の公園等でのイルミネーション（ライトアップ）
を実施。心温まるライトアップをご覧ください。�
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郡民のコミュニティスペース
相楽会館のご利用をお待ちしています

午前の部　午前 9時～正　　午まで
午後の部　午後 1時～午後 5時まで
夜 の 部　午後 6時～午後 9時まで
一　　日　午前 9時～午後 9時まで

郡内7カ町村の根幹事業とし

て建設された相楽会館は、福祉

の増進や文化の向上を図るため

の施設です。大ホール（400人

収容）をはじめ、小ホール

（26人収容）、講習室（44人収

容）、相談室（20人収容）、読

書室（11人収容）がありますの

で、目的や人数に合わせてご利用いただけます。どう

ぞお気軽にご相談ください。

相楽地区のイメージアップする団
体を側面から強力に支援します
魅力的で豊かな地域づくりをめざして自主的に活動す

る団体などが主催し、相楽のイメージアップを図ること
が期待できる事業などにかかる経費に対して、相楽地区
イメージアップ団体等育成補助金（平成16年度分）を
交付し育成します。
詳細は、各町村の２月号広報等でお知らせします。

【問い合わせ先】
相楽郡広域事務組合総務課（TEL.0774－72－0421）

浄化槽は、微生物の働きを利用して「し尿」や
「し尿と生活排水」を処理する装置です。
日頃の管理が不十分ですと機能が低下し、悪臭

が出たり、放流水が悪化するなど私たちの環境を
汚染する原因となります。
豊かな水環境を守るため浄化槽は正しく管理し

ましょう。
浄化槽を正しく管理するために「清掃」「保守

点検」「法定検査」の三つが浄化槽法により義務
付けられています。

【問い合わせ先】
各町村衛生担当課または相楽郡広域事務組合総務課
（TEL.0774－72－0421）

相楽郡広域事務組合大谷処理場では、皆さまの家庭
などから排出されたし尿や浄化槽汚泥の処理を行い、
きれいな水にして木津川へ放流し、木津川流域の水環
境保全に努めています。
一方、大谷処理場の処理能力を上回る量のし尿や浄

化槽汚泥が発生しているため、その一部を海洋投入処
分している状況です。
しかしながら、海洋汚染防止のため平成19年2月以

降は、し尿等の海洋投入処分が法律で禁止されること
になっています。
処理能力を上回るし尿や浄化槽汚泥が発生している

原因の一つとして、下水道への接続の遅れが挙げられ
ます。
法律では下水道の整備が行われた地区（下水道供用

開始区域）では、3年以内に下水道へ接続することが
義務付けられていますが、様々な理由により接続して
いただけていない状況です。
下水道供用開始区域内のご家庭の方は、少しでも早

く下水道へ接続していただきますようお願いします。
なお、下水道への接続工事に際しては、くみ取り便

槽及び浄化槽のし尿や汚泥の引抜き・清掃が必要とな
りますので、事前に収集業者へ連絡の上、接続工事業
者と十分に協議を行ってください。
また、下水道への接続工事の費用に関しては各町に

おいて、普及奨励金の交付や融資斡旋を行っておりま
す。

【問い合わせ先】
各町下水道担当課または相楽郡広域事務組合総務課
（TEL.0774－72－0421）

相楽地区のイメージアップする団
体を側面から強力に支援します

人口及び世帯数（平成15年9月30日現在）、面積は全国都道府県市区町村別面積調（平成14年10月1日現在）

町村名 世帯数 人　口 面積（km2）

山 城 町

木 津 町

加 茂 町

笠 置 町

和 束 町

精 華 町

南 山 城 村

計

2,732 9,112 24.53
12,278 35,820 23.62
5,238 16,022 36.97
720 2,055 23.57

1,716 5,474 64.87
10,993 33,050 25.66
1,207 3,792 64.21
34,884 105,325 263.43

人口・面積DATA

利用料金など詳しい内容のお問い合わせは
相楽会館（TEL.0774-72-0421）まで

利 用 時 間

相楽郡広域事務組合大谷処理場


